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0消防ポンプ操法●5人の団員で行う火災防
御の基本になる訓練です。迅速な団体行動
と強固な消防精神を養うために行います。
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このゴミ

大人が捨てたの？

2月29日、水巻吉田保育園の園

児たちが、町をきれいにしようと

道路などの清掃を行いました。

午前10時、年少組は園の申、年

中組は回りの空き地、年長組は保

育園周辺の歩道にそれぞれ分かれ

て清掃開始。約1時間で園の回り

はみるみるきれいになりました。

「空き缶や紙くずを拾ったよ。

ほら、こんなに」と、ゴミ袋を開

いて見せる、ひさはらたけしくん

（5歳・バラ組）。

「空き缶や紙くず、これはみん

な大人が捨てたのかな。よい子の

みんなは捨てないよね。ゴミはち

ゃんとゴミ箱に強てようね」と、

みんなで約束しました。

「

「第21回福岡県青年の船」の帰

国報告会が2月22日、中央公民館

の視聴覚室で開かれました0こ．の

報告会では、遠賀郡・中間市から

参加した6人の体験発表のはか、

ビデオの上映や写真展などが行わ

れました。

今回、水巻町から岡田祐司さん

（吉田三）と藤江睾久代きん（緑

風園）が乗船しました。

普通の旅行では味わえない体験

をしてきた藤江さんは「今、中国

・広州市の人と文通をしています

が、言葉は通じなくても友達はで

きました。これを機会に地域のた

めに何かボランティアをやってい

きたいと思います」と語ります。

それぞれに素晴らしい青春の1

ページを飾ったことでしょう。

旅行では

味わえない体験
第21回福岡県青年の船

帰国報告会

撃諺郡
宗軍互票強競う喋繹

誓蒜義解0㌔でしか

3諌
冒山

毒！買
（悪ど等）気の三男

お兄ちゃんと遊びたいのに、
いつも邪魔もの扱い。でもへ
こたれないぞ一。「健太君」

と呼ばれたら「ハイ」と返事
できるよ。あなたの将来が楽

しみです。

1歳のお誕生日おめでとう。

これからも元気いっぱい明る

く育ってください。

舌
久
奈
津
美
ち
ゃ
ん

3
年
3
月
1
1
日
生
ま
れ

（
梅
ノ
木
団
地
）

（吉簑）もの長女

1年間大きな病気もせず元気

に育ってくれてありがとう。

5月にはお姉ちゃんになるけ

ど、まだまだいっぱいパパと

ママに甘えてね。

義之、お誕生日おめでとう。

人一倍甘えん坊の義之だけど

思いやりのある、だれからも

愛される子供に育ってね。

実
松
義
之
く
ん

3

年

3

月

1

日

生

ま

れ

（
古
賀
団
地
）



親子で凧づくりに挑戦
たこ

2月2日、中央公民館で開かれた「凧づくり教室」には

約90人の親子が参加。今年は、低学年が「倉吉いか周」、
高学年が少し難しい「見信だるま凧」に挑戦しました。

凧づくりは釣り合いをとりながら作るのがコツ。竹ひご
を組んで紙をはり、しっほをつけて色付けをします。子供

たちは、指導員の説明を聞きながらお父さんやお母さんの
手を借りて上手に組みあげていきます。

「バランスよく親み立てるのが難しかった」と、親子5
人で参加した前田直也くん（頃末小5年）。

「凧づくりは子供のころ以来です。親のほうが熱中しま

した」と、お父さんの勝美さんも満足顔。
3月22日の凧あげ大会が楽しみですね。

自然と共に生きる
2月23日、中央公民館でアイヌ民族文化交流の集い「イ

ラムカラブテ’92」が、旭川アイヌ語教室のみなさんを迎え
て行われました。

この集いは「イラムカラブテ」アイヌ民族文化交流の集
い九州・山口ネットワークが、アイヌ民族の考え方を紹介

し、行き詰まった現代社会を見直そうと、企画したもので、
講演や昔話、映画、アイヌ語劇などが行われました。アイ

ヌ語劇・人食い刀イペタムでは、ユーカラの少年が、大勢

の神々と共に、ダムやゴルフ場、リゾートなどで自然を破
壊する魔神を退治するという現代を風刺した内容でした。

「言葉はわかりませんが、しみじみとアイヌ文化を感じ

ました」と久米バツ子さん（おかの台）。これからの私た

ちの課題は、自然と共に生きることではないでしょうか。

ふるさといろいろ
水巻町文化連盟5周年記念

0
「
ま
ん
が
日
本
む
か
し
話
」
で
有
名
な
常
田
富
士
男
さ
ん
。

独
特
な
語
り
に
、
客
席
は
静
ま
り
か
え
り
ま
す
。

2月8日から11日まで、中央公民館で水巻町文化連盟の
5周年を記念して各種の催しが行われました。
茶会や芸能大会、謡曲・黄ばやＬなどのはか、ホールや

廊下では水墨画や生け花などの作品が展示されました。
9日には、俳優の常田富士男さんを迎えて物語の朗読

と講演が行われました。約700人の観客が会場を埋めつく
よ

すなか、常田さんは、切り絵の影絵をバックに「輿四郎物

語」や「砧姫物語」を独特の口調で朗読。最後は「水巻み
んなで創るふるさと会」のメンバーによる砧はやしの演奏

で幕を閉じました。

「すばらしい催しでした。これだけのものをこのままで
はもったいない。もっと全国にアピールすべきです」と、

松尾高林さん（58歳・みずほ団地）。
地域の文化はみんなで支えていきたいものです。



健康づくりシリーズ⑳

β

身
近
な
人
で
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
鼻

づ
ま
り
、
咳
、
そ
れ
に
目
の
か
ゆ
み
な

ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

「
カ
ゼ
か
な
？
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど

そ
う
で
は
な
い
み
た
い
。
よ
く
考
え
る

と
、
ど
う
も
春
先
や
秋
に
多
い
な
」
と

患
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
花
粉
症
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
花
粉
症
は
、
草
や
木
の
花
粉

を
ロ
や
鼻
か
ら
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状

を
示
す
病
気
で
す
。

そ
れ
は
体
の
中
に
花
粉
に
対
す
る
ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
た
め
に
起
こ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
、
毎
年
花

粉
の
飛
ぶ
時
期
に
大
量
の
花
粉
を
吸
っ

て
い
る
と
、
そ
の
花
粉
に
反
応
し
や
す

く
な
り
、
再
び
大
量
に
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
、
い

ろ
い
ろ
な
症
状
を
出
す
の
で
す
。

●
原
因
と
な
る
花
粉
の
主
な
も
の

▽
木
の
花
粉

ス

　

ギ

　

（

2

～

4

月

）

ヒ

ノ

キ

　

（

3

～

4

月

）

▽
花
の
花
粉

イ
　
ネ
　
（
7
～
8
月
）

ヨ
モ
ギ
　
（
9
～
1
0
月
）

ブ
タ
ク
サ
（
8
～
9
月
）

●
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
ら
…
…

①
花
粉
を
避
け
よ
う
。

花
粉
症
用
の
マ
ス
ク
が
売
っ
て
い

ま
す
。
目
の
症
状
に
対
し
て
は
、
メ

ガ
ネ
を
か
け
る
と
あ
る
程
度
防
ぐ
こ

〔

と
が
で
き
ま
す
。
新
聞
に
は
花
粉
情

報
が
出
て
い
ま
す
。

⑧
治
療
薬
で
症
状
を
抑
え
る
。

必
ず
医
療
機
関
で
処
方
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

病
院
に
行
く
前
は
、
症
状
の
変
化

を
日
記
に
つ
け
て
持
っ
て
行
き
ま
し

ょ

う

0
花
粉
の
飛
ぶ
二
　
二
か
月
前
か
ら

薬
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
も
あ
る
程

度
防
げ
ま
す
。
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．
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Ｈ

ｌ

な
ぜ
ス
ギ
花
粉
症
が
増
加
し
て
き
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
く

つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。
（
Ａ
～
Ｆ
）

い
ろ
い
ろ
な
原
因
説
を
考
え
て
も
、

環
境
間
癌
に
も
販
り
組
ま
な
い
と
、
根

本
的
な
解
決
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

Ⅴ
言
∴
些
華
駄

外国では日本スギがないために、この花粉

症はなく、スギ以外の木の花粉による花粉症

は革の花粉症に比べて少ないとされています。
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現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
（
桃
色
）
は
、
3
月
3
1
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

次
の
日
程
で
新
し
い
保
険
証
（
藤
色
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
切
り
替
え
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
切
り
替
え
に
必
要
な
も
の

①
今
ま
で
の
　
「
保
険
証
（
桃
色
）
」

と
印
鑑

⑧
遠
隔
地
被
保
険
者
は
㊥
の
保
険
証

⑧
遠
隔
地
の
学
生
は
⑳
の
保
険
証

（
引
き
続
き
⑳
保
険
証
の
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
）

※
保
険
証
（
桃
色
）
を
な
く
し
た
人
は

身
分
証
明
書
（
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
写
真
付
き
の
証
明
書
）
が

必
要
で
す
。

保険証の切り替え日程
●と　ころ　役場101会議室
●受付時間　午前9時～午後4時

月　 ・ ｔ°ｔ． 地　 区　 名　　 －

3 月 2 6 日

（木 ）

午前

立屋敷 ・伊 左座 ・み ずほ団

地 ・二 ・二 団地 ・下二 ・下

二呵住 ・入江興 産社宅 ・林

住宅

午 後

吉 田一 ・吉日二 ・吉日三 ・吉

田団地 ・鯉 口団地 ・鯉 口団地

分譲 ・美吉野団 地 ・宮尾台

3 月 27 日

（金 ）

午 前

頃末南北 ・机 ・高尾 団地 ・

古賀 ・新生 街 ・梅 ノ木 団地

・中央区

午 後

高松 団地 ・樋 口 ・猪 熊 ・猪

熊呵 住 ・おかの台 ・古賀団

地

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
う

特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
、
国
保
税

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
か
ら
は
、
保

険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
の
世
帯
に
老
人
医
療
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
る
場
合
は
、
別
に
保
険
証

を
お
渡
し
し
ま
す
。

資
格
証
明
書
を
交
付

保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
い
た
世
帯

に
は
、
代
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に

よ
っ
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

診
療
費
は
あ
と
で
払
い
戻
し

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
で
診
療

を
受
け
る
場
合
は
、
一
時
全
額
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
で
国
保
か

ら
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
と
き
、
滞
納
保
険
税
を
全

額
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

？

忘れていませんか

圏圏包囲圏

●国民健康保険税●町県民税

●固定資産税　●軽自動車税

町
で
は
、
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
方
針

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

再
三
の
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞
納

者
に
は
、
国
税
徴
収
法
に
も
と
づ
く

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
え
を
行
う
と

と
も
に
、
財
産
調
査
を
徹
底
し
、
税

負
担
の
公
平
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

特
別
な
事
情
で
現
在
納
付
で
き
な

い
人
は
、
放
置
せ
ず
、
納
税
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
（
納
税
係
）

①
年
度
を
越
し
た
滞
納
税
は
直

ち
に
差
押
え
に
着
手
し
ま
す

支
払
い
は
た
ま
れ
ば
た
ま
る
ほ
ど

困
難
に
な
り
ま
す
。
年
度
を
越
し
た

滞
納
税
は
早
期
に
滞
納
整
理
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑫
催
告
書
発
送
か
・
空
八
か
月
以

内
に
差
押
え
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

こ
れ
ま
で
何
度
催
告
も
て
も
何
ら

連
絡
の
な
い
人
、
約
束
を
守
ら
な
い

人
、
い
つ
ま
で
も
完
納
し
な
い
人
に

10



妙泌通移塵替え

踊
輌
秘
矧
…
紬
潅
軌
腑

ナイス・スマッシュ〝
一第11回水巻町卓球選手権大会－

ナイス・スマッシュ　－　2月2日、町民体育館に中学

生から成人まで54人が参加して、第11回水巻町卓球選手権

大会が開かれました。熱戦の結果は次のとおりです。

●男子Ｓ／Ａ級①舟津専一㊥後藤勇　腋級①原田修二⑧木

下淳　●女子Ｓ／Ａ級①緒方裕子⑧橋本車代美　Ｂ級①辻

美代子⑧飯森阿青書　●ベテラン男子①伊東房男　●ベテ

ラン女子①飯森阿青春　●中学生①内恵康高⑧前田星児

●男子Ｗ①京・中野組⑧原田・木下組　●女子Ｗ①飯森・

緒方恕⑧舟津照・吉武恕　●混合Ｗ①事村・舟津照組⑧舟

浮薄・飯森組

は
、
催
告
か
ら
六
か
月
以
内
に
差
押

通
知
書
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
差
押
え
の
た
め
の
財
産
調
査

を
徹
底
し
ま
す

町
税
の
滞
納
処
分
や
財
産
調
査
は

税
務
署
と
同
じ
法
律
に
よ
っ
て
行
い

ま
す
。
財
産
調
査
は
、
銀
行
、
勤
め

先
、
取
引
先
な
ど
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

＠
差
押
調
査
は
、
不
都
合
、
不

利
益
を
と
も
な
い
ま
す

給
与
差
押
え
、
銀
行
預
金
差
押
え
、

完
掛
金
差
押
え
、
い
ず
れ
も
必
ず
不

都
合
や
不
利
益
を
と
も
な
い
ま
す
。

自
主
納
税
に
よ
る
完
納
が
一
番
で
す

伺
年
も
か
か
る
納
税
猶
予
は

担
保
や
保
障
人
を
出
し
て
も

ら
い
ま
す

納
税
誓
約
取
扱
基
準
を
設
け
、
帝

納
額
に
応
じ
て
担
保
を
出
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
納
税
保
証
人
を
た
て
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

＠
瀾
鮮
鱒
＝

納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
税
さ
れ
た

人
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
一
定
期

限
を
過
ぎ
た
滞
納
税
に
は
年
利
1
4
・

6
％
の
延
滞
金
が
か
か
事
ソ
ま
す
。

町
で
は
自
主
納
税
を
勧
め
て
い
ま

す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｊｊ



中央公民館了
ホールの ｉ

催し物
案内　　　 ・・・・

ｌＨｌＨ胴‖ｌＩ

＝ｎ造】■■8 1 ■蘭

Ｉ

ｍ

ピアノ ・

エレク トーン発表会

木　 村　 博　 美

コ

－
ｌ‖

ピアノ ・

エレク トーン発表会

ク リ　ス　タ　ル

■どなたでもお気軽に入場

ください。

遠
賀
保
健
所
で
は
、
産
業
医
大
の
曽

根
智
史
さ
ん
を
招
き
、
ね
た
き
り
老
人

の
家
庭
介
護
教
室
を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
1
8
日
（
水
）
午
前
1
0

時
～
1
2
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

●
内
　
容
　
①
講
話
「
老
人
の
病
気
の

特
性
と
そ
の
理
解
」
㊥
実
技
指
導

「
足
欲
の
実
際
」
⑨
講
話
「
老
人
と

薬
」

●
対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
夜
間
の
人
工
透
析
治

療
回
数
が
月
5
回
以
上
に
及
ぶ
人

●
給
付
額
　
月
額
2
、
0
0
0
円

●
申
し
込
み
　
3
月
1
7
日
ま
で
に
福
祉

事
務
所
ま
た
は
役
場
社
会
課
へ
。

就
学
が
困
難
な
人
に

教
育
費
を
援
助
し
ま
す

学
校
教
育
係

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
人
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
場
合
は
、
教
育
費
の
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
教
育
扶
助
を

受
け
て
い
な
い
人

⑧
生
活
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
要
保

護
者
と
同
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
人

⑧
特
に
補
助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

●
受
付
期
限

在
校
生
…
…
3
月
3
1
日
ま
で

新
一
年
生
…
4
月
1
0
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
申
請
手
続
き
な
ど
詳

し
く
は
、
役
場
教
育
委
員
会
学
校
教

育

係

（

℡

2

0

1

局

4

3

2

1

番

）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

腎
臓
疾
患
患
者
給
付
金
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

遠
賀
福
祉
事
務
所

県
で
は
、
平
成
3
年
度
後
期
分
の
福

岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
給
付
金
は
、
夜
間
、
人
工
透
析

を
受
け
て
い
る
腎
臓
疾
患
患
者
に
、
通

院
に
必
要
な
交
通
費
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。

ｒ　者のスポーツが室加軌”ばれ
調喜巨ｉＥ調書■■調喜訟1○○■書に題ｍヨＳＳＩ 対　 象 獲ｍ莞■ｍ三ヨ書■■『．三種■訝種ｍ8ｇ岩瀬∃選

硬言衰競

テ　二三′ス

はじめてラ

ケットを手

にする人の
硬式テニス

の基礎と健
康相談

4 月6 日か

ら10回コー

ス
毎週月曜日

19時～21時

水巻町民ま

たは町内に

勤務先のあ

る人。男 ・

女合計40名

総合運動公

薗テニスコ

1 卜

吉田紀郎

さんはが

1，500円

蔓に憲転汐
体 言 ‾輝

美容と若返

リをはかる

4 月2 日か

ら10回コー

水巻町民ま

たは町内に 水巻呵勤労
辻　 節子

さん
バラエティー ス 勤務先のあ 体育センタ

にとんだソ

フトな体操

毎週木曜日

10時～12時

る人。男・

女合計40名

ー（役場横）

●申し込みの受け付けは、3月23日から教育委員会社会教育課で行います。先着順で定員になりし

だい締め切ります。種話での受け付けはいたしません。受講料を持参してください。

◆テニス教室の受講者は、硬式ラケットと運動シューズを用意してください。

※昨年の受講者は、今回のテニス教室が定員に満たない場合のみ受け付けます。
◆ユニーク体操の受講者は、上履き用シューズとタオルを用意してください。

ｌｌｌｌ一ｌ‖ｌ一1－－一ｌｌ1－－‥…一橿一…一－一－一－－…領ｌｌｌｌ一‥ｌ■■－‥ｌｌ、1．－－－－－－～
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遠
賀
保
健
所
で
は
、
毎
年
一
回
「
精

神
障
害
者
家
族
の
集
い
」
を
開
い
て
講
．

演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
㌘
日
（
金
）
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ

●
譲
　
師

遠
賀
保
健
所

田
川
保
健
所

畑
田
一
恵
所
長

細
田
延
俊
主
任
主
事

「
精
神
障
害
者
の
社
会
復

帰
を
す
す
め
る
た
め
に
は
」

16ミリ映写機操作技術講習会
●と　き　3月22日（日）8時30分～17時

●ところ　中央公民館視聴覚室
●内　容　映写機の操作実習・フィルムの

取扱方法など

●申し込み　3月13日までに中央公民館へ。

袈受講してテストに合格した人には、認定
証を交付します。

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

職
に
役
立
つ
技
術
講
習
会
の
受
講
生
を

募
集
中
で
す
。

●
ク
レ
ー
ン
特
別
教
育
◇
期
間
＝
3
月

1
4
日
・
1
5
日
（
9
時
～
1
8
時
）
◇
定

員
＝
1
0
人
◇
受
講
料
＝
二
千
五
百
円

●
ア
ー
ク
、
半
自
動
溶
接
検
定
準
備
薗

習
会
（
学
科
）
◇
期
間
＝
3
月
怨
日

（
9
時
～
1
8
時
）
・
3
0
日
（
9
時
～

1
3
時
）
◇
定
員
＝
1
5
人
◇
受
講
料
＝

二
千
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
技

能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
（
八

幡
西
区
穴
生
3
－
5
－
1
）
℡
6
4

1

局

4

9

0

6

番

へ

。

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
団
地
　
故
・
杉
井
幸
代
子
様

杉
井
　
信
幸
様

●
お
か
の
台
　
故
・
姥
迫
バ
ツ
子
様

姥
迫
　
　
茂
様

●
二
　
　
　
　
故
・
宇
藤
ス
エ
ノ
様

宇
藤
　
　
勝
様

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
村
田
　
柳
男
様

村
田
ユ
キ
ヱ
様

●
高
松
団
地
　
故
・
河
津
牛
太
郎
様

河
津
ツ
ル
ノ
様

●
机
　
　
　
　
故
・
小
田
　
久
子
様

小
田
　
藤
徳
様

●
伊
左
座
　
故
・
本
松
シ
ゲ
ノ
様

本
松
　
哲
弥
様

●
古
　
賀
　
　
故
・
大
谷
　
重
義
様

大
谷
　
安
子
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
畑
中
　
武
雄
様

畑
中
千
代
紀
様

公売される電話の加入権は、税

金の滞納者から差し押えたもので、

公売代金は滞納税金にあてられま

す。なお、電話番号は変更するこ

とができます。

♭と　き　3月31日（火）

午前10時から

♭ところ　役場2階201会議室

レ公売物件　電話加入権3～5台

♭公売方法　入札

♭公売代金の納付

公売当日、納付に脹ります。

♭問い合わせ

役場税務課納税係まで

※税完納により、公売を中止することが
あります。問い合わせは、前日までに。

諺宙恕唱♂、？・
－加や、吋‾一°一一†’、‘

●
職
種
と
人
員

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
1
人

●
受
験
資
格

①
昭
和
㌶
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
2
年

4
月
ｌ
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

町
内
に
住
む
女
性

⑧
原
動
機
付
自
転
車
ま
た
は
普
通
自
動

車
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

㊥
福
祉
に
関
心
を
持
ち
、
心
身
と
も
に

健
全
な
責
任
感
の
あ
る
人

●
受
付
期
限
　
2
月
別
日
（
火
）

●
試
験
日
　
4
月
5
日
（
日
）
午
前
9

時
か
ら
受
付

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
役
場
内
）
℡
2
0
1

局

4

3

2

1

番

（

内

線

）

1

9

3

へ

。

初節句の赤ちゃん募集

写真を送ってネ1

こどもの日にちなんで、広報みず
まき5月10日号に、初節句の赤ちゃ

んの写真を掲載します。ふるって応
募ください。
●対　象　平成3年5月以降に生ま
れた子（男女を問いません）

●応募方法　①お子さんの写真1枚

と、②お子さんの名前・生年月日・
住所・電話番号を用紙に書いて送
ってください。

●送り先　役場総務課庶務係
●締め切り　4月20日（月）応募者

多数の場合は先着25人まで。
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教

＊
一
般
住
宅

（
住
戸
専
用
面
積
／
7
5
が
以
上

1
5
5
が
以
下
）
最
高
三
百
万
円

＊
高
齢
化
対
応
住
宅

（
住
戸
専
用
面
積
／
7
5
が
以
上

2
2
0
が
以
下
）
最
高
四
百
万
円

＊
ふ
く
お
か
型
木
造
住
宅

（
住
戸
専
用
面
積
／
7
5
が
以
上

別
が
以
下
）
最
高
四
百
万
円

＊
高
齢
化
対
応

ふ
く
お
か
型
木
造
住
宅

（
住
戸
専
用
面
積
／
7
5
が
以
上

2
2
0
が
以
下
）
最
高
五
百
万
円

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
福
岡
県

住
宅
課
計
画
係
℡
（
0
9
2
）
6
5

1

局

1

1

1

1

番

へ

。

金
貸
付
制
度
を
作
り
、
家
の
新
築
や
購

入
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
人
　
住
宅
金
融
公
庫
融

資
を
受
け
て
、
住
宅
を
新
築
・
購
入

す
る
人
で
、
住
宅
資
金
不
足
の
た
め

「
取
扱
金
融
機
関
」
　
の
一
般
住
宅
ロ

ー
ン
を
利
用
し
て
い
る
人

●
助
成
の
内
容
　
住
宅
金
融
公
庫
な
み

の
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
楽
し
い
手
話
を
覚
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
水
巻

町
と
も
し
ぴ
の
会
手
話
の
部
で
は
、
手

話
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
4
月
7
日
～
9
月
8
日

毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
中
央
公
民
館
2
階
会
議
室
　
　
■

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　
3
月
3
0
日
ま
で
に
役
場

内
社
会
福
祉
協
議
会
℡
2
0
1
局
4

3

2

1

番

（

内

線

1

9

3

）

　

へ

。

5

0

人
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

※
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

ｒｌＯマ胡レロードレース大会

●と　き　5月16日（土）・17日（日）

●ところ　富士見高原八ヶ岳陸上競技

場（長野県諏訪郡富士見町）

●参加資格15歳以上30歳未満（5月

17日現在）の勤労青少年と在日外国

人勤労青少年（公認記録のマラソン、

ロードレースなどに優勝した人は除

きます）

●距　離　男子：10マイル（約16短）

女子：10マイル（約16短）・5短

●参加費　1人2，000円

●申し込み　富士見町役場商工観光課

「第19回全国勤労青少年10マイルロ

ー’ドレース大会事務局」℡（0266）

62局2250番へ。詳しくは、県労働福

祉課℡（093）622局1004番へ。
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『
ハ
ロ
ー
／
ロ
ボ
ッ
ト
』
へ

行
っ
て
み
な
い
か

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

海
底
を
6
本
足
で
歩
き
な
が
ら
調
査

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
楽
器
を
演
奏
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
バ
ン
ド
、
学
生
が
制
作
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
ホ
ス
ピ
タ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
の

「
き
っ
ち
ゃ
ん
」
が
各
ロ
ボ
ッ
ト
を
紹

／輸ヽ

楽しいよ。親子たこあげ大会

とき語等譜ところ遠認温ｌｌ敷
審査対象●創作だこ（市販のものは除きます）

表　彰●団体の部・小学生の部・一般の部に分け
て入賞者を表彰します。

申し込み●3月16日までに中央公民館へ。電話でも
受け付けます。含201局0401番

※参加したたこは、中央公民館ホールに展示します。

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
雇
用
促
進

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
団
地
名
　
古
賀
団
地
（
5
階
建
）

●
戸
　
数
　
3
0
戸
（
2
月
2
9
日
現
在
）

●
期
　
間
　
随
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
公

共
職
業
安
定
所
℡
6
2
2
局
5
5
6

6
番
ま
た
は
福
岡
雇
用
促
進
セ
ン
タ

ー

℡

（

0

9

2

）

2

6

2

局

2

7

0

0
番
へ
。

介
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
2
0
日
～
4
月
5
巳

平
日
＝
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

日
・
祭
日
＝
9
時
3
0
分
～
1
7
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
青
少
年
科
学
館

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
青
少
年
科
学

館
（
久
留
米
市
東
櫛
原
町
1
7
1
3
）

℡

（

0

9

4

2

）

3

7

－

5

5

6

6

※
3
月
2
9
日
は
、
科
学
講
演
会
「
ロ
ボ

ッ
ト
と
は
何
だ
！
」
や
コ
ン
テ
ス
ト
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
模
擬
競
技
も
あ
り
ま
す
。

●
基
地
の
所
在
地
　
福
岡
市
西
区
姪
浜

2
丁
目
3
9
6
6
番
（
福
岡
市
姪
浜

1
1
号
基
地
）

●
改
葬
先
　
未
定

●
改
葬
の
理
由
　
墓
地
改
葬
事
業

●
届
出
先
　
4
月
1
1
日
ま
で
に
福
岡
市

姪
浜
1
1
号
墓
地
改
葬
委
員
会
（
福
岡

市
早
良
区
原
6
－
5
－
6
）
　
へ
。

3 月 の テ ー マ

月 恐 ろ　 し い 検 査 の 中 断

ー歯の健康シリーズー
もうすぐ一年生．／6歳臼歯を守ろう．／

水 痛　 風　 の　 は　 な　 し

木 ボケが始まったら家族 はどうする

全 ス ギ花 粉 と眼 の ア レル ギ ー

1．1－
コレス テロ ール を下 げ よ う

者の強か．　′ヽ

組で冴叡）カも

遠
賀
保
健
所
で
は
、
4
月
か
ら
始
ま

る
食
生
活
改
善
推
進
教
室
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

毎
月
1
回
（
原
則
と
し
て
第
3
金
曜

日
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
1
2
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

●
募
集
人
員
　
1
0
人

●
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
県
が

配
布
し
ま
す
）

●
申
し
込
み
　
3
月
1
9
日
ま
で
に
役
場

健
康
対
策
係
へ
。
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。

（
有
）
水
巻
美
化
セ
ン
タ
1
で
は
、

ご
み
の
収
集
運
搬
の
運
転
手
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
対
　
象
　
4
0
歳
卦
で
の
男
子

●
待
　
遇
　
面
接
に
て
（
賞
与
2
回
・

各
種
保
険
・
退
職
金
制
度
有
り
）

●
申
し
込
み
　
（
有
）
水
巻
美
化
セ
ン

タ
ー
（
水
巻
町
吉
田
2
7
0
6
－
1
）

℡

2

0

1

局

1

3

7

5

番

へ

。

履

歴

書
を
持
っ
て
来
社
く
だ
さ
い
。
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易ダ勤⑳

今
、
申
威
軍
は

日
露
が
ブ
ー
ム
な
ん
で
塔

日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め

上
海
か
ら
来
た
留
学
生

ウ
エ
イ

韓
虐
（
2
5
歳
・
頃
末
）

「
今
、
中
国
で
は
日
本
語
が
ブ
ー
ム
な
ん
で

す
よ
。
門
戸
開
放
に
よ
り
日
本
と
の
貿
易
関
係

が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
日
本
語
と
英
語
が
一
番

ｎ
リ
ゆ
・
つ
ち
よ
ｉ
ノ

必
要
な
ん
で
す
」
と
流
暢
な
日
本
語
で
語
る
王

碑
さ
ん
。
上
海
の
復
旦
大
学
で
英
語
を
専
攻
し
、

第
二
外
国
語
に
日
本
語
を
選
び
ま
し
た
。
日
本

に
来
て
一
年
四
か
月
。
留
学
の
手
続
き
を
し
て

く
れ
た
友
達
の
紹
介
で
水
巻
に
住
ん
で
い
ま
す
。

「
中
国
に
い
た
と
き
、
回
り
の
人
か
ら
　
『
外

国
人
は
み
ん
な
冷
た
い
よ
』
　
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
水
巻
に
住
ん
で
み
て
そ
ん
な
心
配
は
全

然
な
く
、
困
っ
た
と
き
に
は
多
く
の
人
が
助
け

て
く
れ
ま
し
た
」
　
と
王
さ
ん
は
、
こ
の
町
の
印

象
を
話
し
ま
す
。

王
さ
ん
が
感
じ
た
中
国
と
日
本
の
違
い
の
ひ

と
つ
に
、
ロ
日
本
で
は
男
性
が
家
事
を
あ
ま
り
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国
の
家
庭
は
ほ
と

ん
ど
が
共
働
き
の
た
め
か
、
家
事
の
半
分
は
男

性
が
や
り
ま
す
。
王
さ
ん
の
家
も
共
働
き
で
し

た
の
で
、
食
事
は
す
べ
て
お
父
さ
ん
が
作
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
彼
女

は
、
四
月
か
ら
東
京
大
学
の
大
学
院
で
社
会
学

を
専
攻
し
て
、
『
戦
後
日
本
の
家
庭
の
変
遷
』

を
研
究
す
る
予
定
で
す
。

「
将
来
は
、
日
本
語
と
英
語
、
中
国
語
を
使

う
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

日
本
の
文
化
や
風
俗
を
中
国
に
紹
介
し
、
ま
た

中
国
各
地
の
風
俗
や
古
い
文
化
・
習
慣
を
こ
の

国
に
紹
介
し
た
い
で
す
ね
。
報
道
関
係
の
仕
事

を
通
し
て
、
文
化
交
流
に
携
わ
る
こ
と
が
昔
か

ら
の
夢
な
ん
で
す
」
と
大
き
な
目
標
に
向
か
っ

て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
王
さ
ん
。

「
水
巻
に
住
ん
だ
こ
と
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」

が
多
か
っ
た
き
つ
で
す
。
団
員
の
准
保

は
今
の
社
会
事
情
か
ら
な
か
な
か
む
ず

火

内
灘
智
疇
樽
仲
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宍
Ｎ
〇
一
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